
JCIコース及び日本JC公認
プログラムトレーナーの育成

Ac t i on !  s h ee t

① 運動としての成果
今年度新たに3名のヘッドトレーナーが誕生、22名が新たに
アシスタントトレーナー（AT）となった。

＜運動の背景・目的＞ ＜実施スケジュール＞

＜サマーコンファレンスまでの成果＞

① 実施背景
JCプログラムのヘッドトレーナー（HT）数は減少しており、
メンバーに成長の機会を提供するためには、教育システ
ムの基盤を増強することが必要とされている。

② 実施目的
メンバーに成長の機会を提供する意思を持ったトレー
ナーを育成し、LOMに偏りなく教育の機会を提供し続ける
土台を築くことを目的とする。

＜運動推進のステップ＞
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・プログラム実施時、
京都会議、連絡調
整会議等の場で、ト
レーナー制度の情
報、意義を周知。

• ブロック会長自ら
成長の機会を提供
する立場となって
いただく事を依頼。

• ブロックからトレー
ナー候補者を発掘。

• 全国各地でトレー
ナートレーニング
（トレトレ）を実施し、
トレーナーを育成。

・委員会が認定を出
し、HTとして登録。

• 新規トレーナーと
なったHTがブロッ
ク協議会や各LOM
でプログラムを実
施。

・各地でのプログラ
ム開催や、トレトレ
開催を周知し、ト
レーナーとしてのス
キルを磨く場を提供。
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10月～ ブロックと面談。トレーナー育成の意義を周知する。ブ
ロック内のトレーナー候補者発掘を依頼。

1月～ ブロック会長にトレーナー登録を依頼。
京都会議にて相談ブースを設置し、トレーナー活動に関
心のある層を発掘。
全国各地にてトレトレの開催。

6月～ 新規登録したHTによるプログラムの実施。

7月～ サマコンにてセミナー実施。

＜パートナー、アドバイザー＞
・ヘッドトレーナー
澤田 健吾 先輩

全国各地でのトレトレの開催にあたり、ヘッドト
レーナーとして数多く登壇いただいた。

② 地域の変化
新規ヘッドトレーナーが登壇する機会が増加し、メンバー
がJCプログラムを受講する機会も増加が見込まれる。

理想とする未来
個々の能力開発による協議会、LOMの基
盤強化がもたらす、家族、会社、地域のた
めにと誇れる組織となる未来。
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JCプログラム委員会

どうしたらいいか分からない!を解決する
相談・サポートの申し込みはこちらから!
日本JC の会議委員会が、2026年に向け
ての運動構築方法をサポート!

A C T I O N !

連絡先: JCプログラム委員会 松田 慎矢 TEL: 090-2031-9726 MAIL: shinyamatsuda1021@gmail.com

誰でも地域に合った運動の構築ができる!
運動の推進議案をチェック!

G i a n  P o c k e t

・ヘッドトレーナー
川端 康寛 先輩
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